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「多国籍製薬企業」の新局面
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1製 薬業 界が支持 した イ ラク戦 争

II厚 生労働 省 の 「医薬 品産業 ビ ジ ョン」 の 間題

点

III世 界 の医薬 品市場 と製 薬業 界の 国際 的再編 成
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本稿は,「 『多国籍製薬企業』 と戦争」専修大

学社 会科学研究所 『社会科 学年報』第36号,

(2002年3月)の 続編の一部である。前稿の目

次は次のとお りであった。

1戦 争 ・テロと医薬品産業 ・化学産業の軍

需産業化

II「 生物兵器」使用の歴史的系譜と 「医の

倫理」

m「 化学兵器」使用の歴史的系譜

IV薬 害 と 「多国籍製薬企業」

そ の後,2003年3月20日 の イ ラ ク戦 争 開 始 以

前 に,次 の2つ の 続 稿 を 発表 した。

① 「生 物 兵 器 と 多 国 籍 製 薬 企 業 」 『経 営 情

報 学 部 論 集 』 〈浜 松 大 学 〉 第15巻 第1号,

(2002年6月)。

② 「生 物 兵 器 の 謎 と多 国 籍 製 薬 企 業 」 『月

刊 保 団 連 』2002年9月 号 。

そ して,開 戦 直 後 に 下 記 を発 表 した 。

③ 「生 物 ・化 学 兵 器 と 『多 国籍 製 薬 企 業 』」

『経 済 』2003年6月 号 。

イラクの 「大量破壊兵器」(核 ・生物 ・化学)

保有,あ るいは 「45分以 内にその配備 可能」

(ブレア英首相)な どの開戦正当化のための謀

略的 「大義名分」 は,2003年10月 現在,ほ ぼ完

全に崩壊 しつつある。イラク戦争に対する同時

進行的批判 としては,次 の小論を発表 した。

④ 「アメ リカ帝国主義 と新 しい戦争」『労

働総研 クォータリー』2003年春季号,(2003

年4月)。

また,日 本医薬品産業における,フ ァイザー,

メルクなどの 「外資系製薬企業」の支配力強化

の実情については,下 記を発表 した。

⑤ 「転換期の 日本医薬品産業」『専修経営

研究年報』第27号,(2003年3月)。

したがって,本 稿 は,上 記① ～⑤ との重複を

避けながら,新 しい間題点を検討 しようとする

ものである。現在の中国と日本における毒ガス

・化学兵器による被害者の続出なども,新 しい

重要な問題点であるが,こ の間題は,別 稿にゆ

ずる。

1製 薬業界が支持 したイラク戦争

2003年3月15日,イ ラ ク戦 争 開 始 の 直前 に,

医 師 で あ る マ テ ィア ス ・ラ ス博 士 は,戦 争 反 対

の た め に,ブ ッシ ュ米 大 統 領,各 国 首 脳,米 国

市 民,世 界 中 の 人 々 に対 す る,公 開 質 問状 を発

表 した。 「戦 争 で は な く,健 康 を実 現 せ よ!」

とい う題 名 で あ る。(『読 売 新 聞 』2003年 ・平 成
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15年3月15日,全 面 広 告)。 こ の 質 間 状 の な か

で,「 な ぜ 欧 米 の 医 薬 品 業 界 は戦 争 を支 持 す る

の か 」 と題 して,次 の 諸 点 が指 摘 され て い る。

・ジ ョー ジ ・ブ ッ シ ュ と トニ ー ・ブ レア は医

薬 品 の最 大 輸 出 国 の リー ダ ー で あ り,戦 争

を強 く支 持 して い る。

・ ドナ ル ド ・ラム ズ フ ェル ド米 国 防 長 官 は,

多国 籍 製 薬 企 業 〔ワ イ ス ー 儀 我 〕 のCEO

や 役 員 を務 め て い る。 … …

戦争や長期的な国際間の危機,ま た市民権の

剥奪は,こ れらの団体にとって有益なのです。

さらに新たな事実が判明しています。

・2002年11月 の中間選挙で,製 薬業界はブ ッ

シュ政権の戦争戦略を単独で支持する最大

級の業界団体だった。

・国土治安法の恩恵を最初に受けたのは,製

薬会社だった。製薬会社は自社の医薬品に

よる副作用に対 して起こされた裁判に対 し,

免責を保証されたのだ。

・ブッシュ大統領は,一 般教書で有効な自然

健康 を支持せず,製 薬会社に対する4000億

ドルの補助金制度を確約 した。 これは健康

保険で負担することになる。

・アフリカにおけるエイズ治療 に対する150

億 ドル もの支援で も,一 番の恩恵を受ける

のは製薬会社であ り,ア フ リカの人々では

ない。有効で廉価な代替療法が存在するに

もかかわらず,ア フリカの人々は製薬企業

のカルテルに依存せざるをえないのだ。

以上,ラ ス医師の論旨である。

核兵器 ・生物兵器 ・化学兵器 に対す る予防 と

治療を含めて,戦 争 と難民の発生が製薬企業の

高利潤確保の絶好の機会となることは,す でに

指摘 した。ラス医師の指摘 における新 しい論点

について も,事 実に即 して十分に検討す る必要

がある。いずれにせ よ,「医薬品業界の戦争支

持」は,公 然であろうと暗黙の形であろうと,

実行されてきた。

また,キ ャンサー ・エスタブ リッシュメント

(がんの治療 ・研究を左右する学会 ・業界のエ

リー ト集団)に よる代替療法 などの排除の圧力

については,す でにラルフ ・W・ モス 『がん産

業一がん治療 をめ ぐる政治的力関係 の構図』

〔1〕〔2〕蔵本喜久 ・桜井民子訳 ・学樹書院,

(1995年)に,豊 富な実例が示されているので,

マティアス ・ラス医師の論旨と関連づ けて検討

する必要がある。

ラス医師は,「何10億 ドルに も及ぷ世界医薬

品市場の利益 は,合 成薬品の特許収入に依存 し

ています。高収益業界として生 き残 るためにも,

多国籍医薬品企業は自然健康情報の普及を妨げ

る世 界的 キャンペー ンに乗 り出 しました。…

・9」としている。

ところで,現 在,日 本のマスメディアの一部

には,次 のような論調があることにも注 目して

おきたい。筆者は,編 集委員伊奈久喜氏である。

「ブッシュ政権 をめ ぐる報道には多 くの場合
,

次の四点が含まれる。

〉大量破壊兵器が見つか らず,イ ラク戦争の

大義は揺 らいでいる。

〉政権内は国際協調派のパウエル国務長官と

強硬派のラムズフェル ド国防長官 との暗闘が続

く。

〉イラクの戦闘は泥沼に陥 り,展 望が立たな

い。

レ ブ ッシ ュ大 統 領 の 支 持 率 は低 下 し,再 選 に

は黄 信 号 が と も る。

いず れ も誤 りで は な い の だ ろ うが,こ こで は

あ え て違 う視 点 を提 供 す る。 ・・一

第一 に,大 量 破 壊 兵 器 を め ぐ る議 論 は今 も焦

点 な の か 。 二・ユ ー ヨー ク ・タ イ ム ズのT.フ リ

ー ドマ ン記 者 は4月27日 付 コ ラ ム で 早 々 と 『戦

争 正 当化 の た め に大 量 破 壊 兵 器 の 発 見 は 必 要 な

一168



「多国籍製薬企業」 の新局面

い。掘 り出された何千の遺体だけで私 には十分

だ』 と書いた。……イラク戦争 を大義なき違法

な戦争 と考えるのなら,世 界のだれかがブッシ

ュ米大統領,ブ レア英首相を戦争犯罪法廷に引

き出せ と主張 して も当然だが,そ れはあまり聞

こえない。

第二に,政 権内の暗闘はどこにでもある自然

な現象で もある。……対立が政権に打撃を与 え

るかどうかは大統領の指導力による。

第三に,泥 沼論 は多分にメディア論である。

国防省高官は 『メデ ィアが劇的な出来事 を追い

かけるのは仕方ないが,イ ラク安定化への政治

過程は着実に進んでいる』 と語る。……/日 本

に伝わる泥沼論にはメデ ィア事情 も絡む。米側

研究者によれば,米 国のテレビは,FOX保 守,

CNN中 道 ・保守,CBS,NBC中 道,AB

Cリ ベラルと印象づけられる。 日本のNHKは

ABC,TBSはCBS,テ レビ朝 日はCNN

と関係が深い。中立性重視のNHKがABCの

素材 を使い,CBS,CNNの 素材 をりベラル

なTBS,テ レビ朝 日が使 うとすれば,ど うな

るか。/い ずれもりベラル色がにじみ,泥 沼論

の印象が濃 くなるだろう。・…・

第四に,ブ ッシュ大統領の支持率低下は事実

だが,ひ とりを選ぶ大統領選挙で重要なのは50

%の 維持 とされる。現状は辛 くもそれを保って

いる。……」『日本経済 新 聞』「風 見鶏」欄,

(2003年10月5日 付)。

伊奈氏は,〉 の4項 目を 「誤 りではないのだ

ろう」とした上での議論であるか ら,全 面的反

論は不必要 と思われるが,あ えて次の諸点に注

目しておきたい。

①米兵の死傷者数増加(大 規模戦闘終結 とい

うブ ッシュ宣言 〈5月1日>以 後死者200名 を

超えた)も 重大問題であるが,そ れをはるかに

上回るイラクの民間人の死傷者(死 者7000人 以

上 と見られている)を 故意に無視 ・軽視する米

政権な どの姿勢その ものに よって も,「イラク

戦争の大義は揺 らいでい る」。同時に,こ の こ

とでマスメディアの報道姿勢への信頼 も 「揺 ら

いでいる」。

② 「政権内の暗闘」の根源にある米国の 「双

子の赤字」 ・高い失業率などを含む国内情勢の

緊迫 と米国の国際的孤立化について正確に分析

す ることこそ重要である。「第二次大戦後,米

国が今ほど世界で孤立 したこ とはない」(米 民

主党系の調査機関,『 日本経済新聞』(2003年10

月18日 付)。 米国が,日 本に頼 る関係。

③イラクの戦闘だけではなく,ア フガニスタ

ンも,パ レスチナ間題 も,「泥沼に陥 り,展 望

が立たない」。中東情勢全体の動向が問題であ

る。米国製 「ロー ドマ ップ」の稚拙な具体化は

迷路 と行 きづ まりに導 く。

④ブ ッシュ大統領の支持率低下は,父 親のブ

ッシュ元大統領の支持率急低下 よりも深刻な状

況であ り,一 方的な楽観的予断 を許 さない。

⑤イラク戦争反対,米 英占領軍の即時ないし

早急な撤退の要求,日 本ではイラクヘの海外派

兵反対,一 これらの運動がグローバルな形で し

だいに力を増 し,戦 争拡大勢力と対抗 し,優 位

を占め ることによって,平 和が確保 され る。

「多国籍製薬企業」 を含む好戦勢力 とテロリス

トとの対決による 「悪循環」 を断ち切 り,人 類

の安心 ・安全 ・平和を実現する主役は誰か。そ

の答は,現 在,地 球的規模で示されつつある。

II厚 生労働省の 「医薬 品産業 ビジ ョ

ン」の問題点

厚 生 労 働 省 は,2002・ 平 成14年8月,『 「生 命

の 世 紀 」 を支 え る医薬 品 産 業 の 国 際 競 争 力強 化

に 向 け て ～医 薬 品 産 業 ビ ジ ョ ン ～』(以 下 『ビ

ジ ョン』 と略 称)を 公 表 した 。2001年2月 の ヒ

トゲ ノ ム のDNA解 析 結 果 の 公 表 が 前提 とな っ
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ている。

まず 『ビジョン』は,ヒ トの遺伝子の解読,

ゲノム科学やタンパ ク質科学の発展にともなう

新 しい創薬方法(「 ゲノム創薬」 と言われ る)

による新薬開発競争 を通 じて,2010年 頃 には

「新薬黄金時代」を迎えると予想す る。その新

薬の研究開発競争には,約260～360億 円もの膨

大な費用と15～17年 もの長い期間を要するとし,

その担い手が限定 されることも暗示 している。

続いて,「生命の世紀」・21世紀 に,「医薬品

産業は,国 民の保健医療水準の向上 に資するだ

けではなく,我 が国を担 うリーディング産業と

して,国 民経済の発展にも大 きく貢献すること

が期待 される」 とする。 日本の産業構造が変化

するなかで,医 薬品産業の地位 と役割の上昇が

確実視 されているのである。

ところで,重 要な 「リーデ ィング産業」を担

う主役は誰か。「我が国の医薬品産業の国際競

争力の強化」の具体的目標は何か。

「① 我が国の市場 を魅力ある創薬環境の場 と

し,内 資,外 資を間わず世界の企業が競っ

て我が国で医薬品を研究開発,製 造,販 売

して くれるようにすること。すなわち,我

が国の市場その ものが国際競争力を有 して

いること。

② 我が国の市場で活動を行 う新薬の研究開

発企業の中に国内資本の企業 も多数含 まれ,

世界の大手の企業と競って医薬品の開発 を

行っていること。すなわち,国 内資本の製

薬企業 自身が国際競争力を有 しているこ

と」。

①の 「内資,外 資を間わず」 とは,外 資が 日

本の医薬品産業の主役 とな り得 ることを示 し,

「市場その ものが国際競争力を有する」 とは,

ロン ドンのシティのような 「ウィンブル ドン現

象」をもたらす 「競争力」 を意味 している。

また,② で も,「世 界の大手の企業」が主役

であることを示唆 している。

生命科学の発展 と医薬品産業の動向 との関連

性については,す でに考察 した(儀 我 「『多国

籍製薬企業』 と生命科学の新局面』『経済』(20

01年3月 号)。バ イオテクノロジーは,発 酵技

術,遺 伝子組替え技術,タ ンパク質の遺伝子操

作などへ と発展 し,そ のすそ野は,医 療 ・医薬

品,農 漁業 ・食品,化 学 ・発酵,電 子 ・情報,

ナノテクノロジーなどの分野にまで及んでいる。

松原謙一氏による情報生物学の立場からの次の

図1も,示 唆に富んでいる。

「遺伝病」の原因 といわれる遺伝子は8000ぐ

らいあるが,そ のうち800ぐ らいは,す で に原

因 となる遺伝子が突 き止められた。

遺伝子が関係する病気には,糖 尿病,ア ルッ

ハイマー病,高 血圧,癌 など生活習慣病 といわ

れるものがあり,遺 伝子 と生活習慣,環 境 とが

関わって発病する。それぞれに,10か ら20に近

い遺伝子が発病に関係 しているので非常に複雑

であるが,そ の解明によって,医 療 も医学 も薬

学 も医薬品産業 も大 きく発展するであろう。

『ビジョン』は,産 業技術の規格 ・基準等の

標準化活動を内外で推進するとともに,我 が国

が主導権を発揮 し,我 が国で生 まれた規格 ・基

準等を 『世界標準』 として普及させ ることを重

視 している。

とくに医薬品では,政 府の承認を得 るために

莫大な費用の治験が必要であるため,審 査基準

の標準化が強 く求め られてお り,1993年 から,

日,米,EUの 三極 による 「医薬品規制調和国

際会議」(ICH)が 開催 され,基 準審査の手

続や基準の統一化が図られつつある,と して,

レギュラトリー ・サイエンス(規 制科学)の 必

要性 を強調 している。

しか し,た とえばICHに おいても,日 本の

基準や手続が 「世界標準」としては通用せず,

基本的には,米 ・EUの 基準 ・手続を日本が受
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(出所)松 原謙一 「ゲ ノム研究 の10年 とこれか ら」 『学士会会報』

838号,P.118

容する形 となっている。そしてICHの 諸決定

は,一 部の日本企業を含む 「多国籍製薬企業」

の国際的な独 占的 ・支配的地位の強化 をもたら

しているのである。ICHの 第6回 全体会議は

2003年11月,大 阪で開催の予定である。

近年,日 本国内で承認 される新薬は,外 国オ

リジンの医薬品が増加 し,そ のシェアは,直 近

6年 間では7割(2001年 度では8割)と なって

いる。 まさに 「日本市場」の主役が外資 となる

「ウィンブル ドン化」の傾向を暗示 している。

『ビジョン』自身,「外資系企業の攻勢 はさら

に強まっており,外 資系企業の日本市場での自

販化の拡大や 日本企業 との提携解消 といった状

況が見 られる」 と認めている。その結果,「 冠

血管拡張剤,血 圧降下剤,抗 喘息など国内市場

売上高1000億 円以上の主要領域における日本オ

リジンのシェアは50%～60%を 下回るな ど,国

内市場における日本企業の優位性が崩れつつあ

る。」

医薬品の貿易収支は,2000億 円を上回る入超

である。技術収支は,近 年大 きく改善 し,そ の

黒字額は,自 動車に次いで,第2位 である。 し

か し,「ゲ ノム創薬」や 「テー ラーメ イ ド医

療」実現に必要なバイオテクノロジーの基幹技

術,医 療応用関連技術の主要特許は,欧 米に抑

えられ,製 品や技術を輸入 している状況である。

『ビジョン』の基本的特徴は何か。

現在,医 療 ・介護 ・福祉全般にわたって患者

・国民 に痛みを与える小泉流 「改革」が進行中

であり,外 資導入が促進されているが,こ の種

の 「改革」の一環 として 「ビジョン型」薬事行

政が推進されているのである。

まず,薬 事法の改正(2002年7月31日 公布)

のうち,重 要な2点 のみを見ておこう。

1)医 薬品 ・医療機器 の承認制度が,従 来の

「製造承認」(製 造許可 ・製造承認)か ら,

「製造販売の承認」(元 売 り許可 ・元売 り承

認)に 改め られた。米国 ・EUで はすで に

「販売承認」 を実施 しているので,内 外の製

薬業界が国際的整合性を求めていたものであ

る。この改正 によって,製 造部門の 「アウト

ソーシング」,製 造工場の分社化,全 面製造
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図2「 イノベ ー シ ョン促 進の ため の集 中期 間」(5年 以 内)に 行 う具体 策 一ア ク シ ョン ・プ ラ ン

国際的に魅力ある創業環境の整備と医薬品産業の国際競争力の強化を1日 も早く達成するため,今 後5年 間を

イノベーション促進のための集中期間 と位置づけ,厚 生労働省として,下 記の具体的施策の実施を図る。

國
㊦
具
開 発

具

●
6

全
国
治
験
活
性
化
3
力
年
計
画

具体的施策 実施時期

国立試験研究機関等における基礎研究の充実や官民共同研究費の確保等 2002年 度～

疾患関連 タンパク質解析プロジェクト 2003年 度

医薬基盤技術研究施設(仮称)の設置 2004年 度

厚生労働省所管の国立試験研究機関等の研究成果の技術移転,産 学官連携プロジェク ト

の リエゾン(仲 介 ・連絡)を 行う体制 ・機能を備えた組織の設置(TLO)

2003年 度

独立行政法人医薬品医療機器総合機構(仮称)に よる実用化研究の促進 2004年 度 一

ヒューマンサイエンス研究資源バンク(HSRRB)活 動の一層の充実 2002年 度 ～

利植不適合臓器 ・組織の研究利用に関する検討 2002年 度 ～

研究開発促進税制の拡充 2003年 度 ～

「大規模治験ネットワーク」の構築等 2003-2005年 度

「小児 用医薬品 ・オ ー ファ ン ドラ ッグ等 ネ ッ トワー ク」の 構築 2003～2005年度

治験 コーデ ィネー ター(CRC)の 増員(5,000人 養成,雇 用先 の確保 等) 2003-2005年 度

契約症例の実施の徹底。業績評価や研究費の効果的な配分の検討 2002年 度～

外来診療を行う治験センターの充実や設置の促進等 2002年 度～

SMOの 位置付けや業務内容の明確化などSMO等 育成のための環境整備 2002年 度～

GCPで 必要とされ る書類数の見直 し 2003年 度～

治験の意義等の普及啓発や治験実施状況のインターネットによる提供等 2002年 度 ～

EBMの ための臨床研究,ト ランスレーシ ョナル ・リサーチ等の推進や,支 配体制の整備 ・充実 2002年 度 一

医療機関が未承認製品を用いて行う臨床研究に係る届出制度の導入(医師主導の治験の
制度化)

2002年薬事法

改正法成立

医師主導の治験の特定療養費化の検討 2003年 度 ～

臨床研究の基本的な指針の策定,円 滑な実施のための環境整備 2002年 度 ～

医薬品機構と医薬品医療機器審査センターの組織統合等 2002年 度 ～

優先審査の運用の見直し等の検討 2002年 度 ～

医薬品の製造全面委託を可能とする制度の導入 2002年薬事法

改正法成立

品質や安全性の確保の観点に立った生物由来 ・自己由来製品に関する規制の整備 2002年薬事法

改正法成立

市販後の情報収集 ・分析 ・提供体制の許可要件化 2002年薬事法

改正法成立

中長期的な観点から,急 速な高齢化の進行や技術革新の進展等による医療二一ズの増大

に対応しつつ,医 薬品産業の競争力の強化にもつながるような薬価制度 ・薬剤給付の在

り方について検討

2002年 度 ～

市
場
に
着
目
し
た
施
策

後発医薬品市場の育成 診療報酬における使用環境の整備 2002年 度

後発医薬品企業が品質や価格に関する情報を医療関係者及び国

民に提供することに対する必要な支援

2002年 度～

国際的整合性に配慮した大衆薬市場の活性化 2002年 度～大衆薬市場の育成

流通機能の効率化 ・高

度化

医薬品コードの統一表IT化 ・標準化の推進 2002年 度～

不適切な取引慣行の是正 2002年 度～

小包装化の推進等 2002年 度一

情報提供の推進 『医薬品総合情報ネットワーク』の構築 2002年度一2005年度

医療関係者向け医薬品情報の"階 層化" 2005年 度

添付文書等の電子媒体化の検討 2002年 度

患者向け説明書の作成 2005年 度

(厚生労働省)

(出 所)『 薬 事 ハ ン ドブ ック ・2003年 版 』96-97ペ ー ジ 。
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「多国籍製薬企業」の新 局面

委託等々が可能とな り,個 々の企業の リス ト

ラと業界全体の再編成が進行する。

2)治 験の実施者 として,「 治験の依頼 をしよ

うとする者」に,「 自ら治験 を実施 しようと

する者」が加えられた。医師 自ら未承認薬の

提供を受けて治験 を行 うことがで きるので,

とくに米欧の多国籍製薬企業の新薬早期発売

にとって有利 になると見 られている。

現在約1400の 国 内の 製薬企業 は,『 ビ ジ ョ

ン』によれば,10年 後に次の4つ のタイプに特

徴づけられると予測されている。

① メガファーマー 世界的に通用する医薬

品を数多く有 し世界市場で一定の地位を獲

得する総合的な新薬開発企業。

② スペシャリティファーマ 得意分野で

国際的にも一定の評価を得 る新薬開発企業。

③ ジェネリックファーマー 良質で安価な

後発医薬品を安定的に,情 報提供を充実さ

せて販売する企業。

④OTC〔 大衆薬〕ファーマー セルフメ

ディケーションに対応 し一般用医薬品を中

心に開発する企業。

この うち,① メガファーマについては,「少

な くとも2～3社 はメガファーマ として発展す

ることが期待される」 としている。

厚生労働省は,医 療機器産業の国際競争力強

化を目ざす 『医療機器産業ビジ ョン』をも策定

し,2つ の 『ビジョン』で示 されたアクション

プランを実施するための 「医薬品 ・医療機器産

業政策本部」(本 部長 ・沢 田隆太郎事務次官)

を,2002年12月 に立ち上げた。5年 以内の実施

を目ざす。

アクション ・プランの具体的内容は,図2の

とお りである。

III世 界の医薬品市場 と製薬業界の国

際的再編成

『ビ ジ ョ ン』 の い う 「市 場 の 国 際 競 争 力 」 の

諸 側 面 を た しか め る ため に,表1を 見 よ う。

第1に,北 米 と く に 米 国 市 場 の 「独 占 的 地

位 」 と 「高 度 成 長 」 が 注 目 され る。 ほ ぽ5年 前

の 国 別 の 売 上 高(1997年10月 ～98年9月)で は,

米 国 が1位 で765億 ドル,日 本 が2位 で376億 ド

ル,以 下 ③ ドイ ッ149億 ドル,④ フ ラ ン ス139億

ドル,⑤ イ タ リア88億 ドル,⑥ 英 国82億 ドル,

⑦ ブ ラ ジル66億 ドル で あ っ た(『 薬 事 ハ ン ドブ

ック ・1998年 版 』121ぺ 一 ジ参 照)。 国 別 に表1

と比 較 され た い。 カ ナ ダの 急 成 長 の 背 景 に は,

同 一 医薬 品 が 米 国 よ り も割 安(米 国 の 割 高 の 理

由 の1つ は,消 費 者 ・患 者 向 け広 告 ・DTCの

増 加 と され る)で 米 国 人 の需 要 が 増 大 した こ と

が あ る。 北 米 地 域 で は,2大 領 域 で あ る循 環 器

系 薬 剤 と中枢 神 経 系 薬 剤 の伸 び 率 が 高 い 。

第2に,欧 州 上 位5ヵ 国 の 合 計 は584億 ドル,

年 成 長 率7%と 堅 調 で あ る。 ドイ ツ で は 薬 剤 費

抑 制 法 が施 行 され て お り,フ ラ ンス で は,2003

年7月 か ら参 照 価 格 制 度 が 導 入 され るの で,成

長 率 の 鈍 化 は避 け られ な い と 見 られ る(『 薬 事

ハ ン ドブ ッ ク ・2003年 版 』 じほ う社,177ぺ 一

ジ以 下 参 照)。

第3に,国 別 で は世 界 第2位 の 日本 の 市 場 規

模468億 ドル は,米 国 の32%で,5年 前 よ り も

対 米 比 率 が 低 下 し,年 成 長 率 も2%と,先 進 国

の 中 で 最 も低 い。 た だ し,人 口1人 当 り売 上 高

で は,欧 州5ヵ 国 を大 き く上 回 り,「 薬 好 き大

国 」 と も呼 ば れ る が,投 与 され,あ る い は購 入

して も使 用 ・服 用 され な い 医薬 品 の 各 国 別 の 比

重 も考 慮 さ れ る必 要 が あ る。 ま た,日 本 の 医療

構 造 が 米 国 型 グ ロ ーバ リゼ ー シ ョ ン に よ っ て変

化 し,医 薬 品 市 場 の あ り方 も人 口1人 当 た り売
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表1世 界 主要 市場 の医薬 品売上 高(2001年11月 ～2002年10月)

國IP『 』薫 鱒i
涜 叢 高 ・・

(憩 億 櫛 レ)、.

布場搬 鷲・(雛
、

奔 成 叢 識1、1

(%〉 、、

北米 152.0 55.9 12

.ア勲 擁 ・ 級45熱 、1≡ 、蕪 …葵、、こ ,レh・'三2『P

カナダ 6.9 2.5 15

.歓燈(蒸 難 …嬢麟 …・ 鱒 繋i 、、・、鞭 雛 篠

ドイツ 17.0 6.3 9

、熱 ラ ン ズ 、一、P 、羅.5織
』漁 鑓:麟

互.㌃2㌦ 、ヒ..

イ ギ リス 10.6 3.9 11

イ タ1/ア 『糞 、1灘2.、 、・3寒 .霧 ㌦IP4 .

スペ イ ン 6.3 2.3 9

、鱗 本21 ・4齢
.1・ ・、P驚2il 1窪P『11

中南米 11.5 4.2 △12

鱗 キ 鯵 葺…、 6…磯 2駅2i 鍛 嚢

ブ ラジル 4.0 1.5 △6

、欝 灘 ン塗繋 ・

1

玉.蘇1 雛 驚 .、・岱57』

オ ー ス トラ リア ニ ュ ー ジー ラ ン ド 3.2 1.2 8

・i義
.、 、灘 …・ 捌.儀 、.il エ0儀.0擁 』 ・・蓉 ・・…・1

注:1)年 成長 率は現地通貨 べ一ス

2)日 本の み病 院向け売上 高 を含む

(出版)『 薬事 ハ ン ドブ ック ・2003年 版』176ぺ 一 ジ。

(IMSHealth,IMSDmgMonitor)

上 高 が 日本 よ り も多 い米 国 市 場 の 構 造 に近 づ く

な らば,「 高 度 成 長 」 の 可 能 性 が 残 さ れ て い る。

この 角 度 か ら も,「 日本 市 場 の 国 際 競 争 力 」 が

問 われ て い るの で あ る。

日本 市 場 の特 徴 の1つ は,こ れ まで相 対 的 に

「鎖 国的 」 で あ り
,自 国企 業 の シ ェア が 高 い こ

とで あ る。 『ピ ジ ョン』に よれ ば1998年,日 本 市

場 で は 日本企 業 の シ ェ ア78.1%,同 じ形 で 米 国

62.9%,ド イ ツ48.3%,フ ラ ン ス38.2%,英 国

36.3%で あ り,欧 州 で は,国 内市 場 にお け る外

国 企 業 の シ ェ ア が50%を 超 え て い る。 欧 米 の

「多 国 籍 製 薬 企 業 」 は
,国 別 で は世 界 第2位 の

日本 医薬 品 市場 にお け る シ ェア 上 昇 の 可 能 性 を

認 め て,と くに21世 紀 初 頭 以 来,活 動 を強 化 し

つつある。 また,日 本の製薬大企業は,こ れ ま

で,国 内市場 に安住 し,商 品 ・技術 ・資本の輸

出な どの海外活動が立ち遅れる傾向が強かった

が,そ の立ち遅れの克服 を目ざしつつある。

医薬品市場の構造は,疾 病構造の変化にとも

なって変化する。 日本の疾病構造を見よう。

1995年 版 『厚生自書』 は,長 期的 ・歴史的に

見て,次 のようにまとめている。

1860:急 性感染症流行時代

19001慢 性感染症時代

1945二終戦後の感染症の一時的流行

1960:成 人病時代へ

1990:成 人病 を超えた時代へ(後 期高齢者)

1997年 度版,『 厚生 自書』は,最 近の疾病構
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図3医 薬品薬効分類別国内出荷金額シェア

1990年 2000年

薬効大分類 シェア(%) 薬効大分類 シェア(%)

循 環 器 官 用 薬 14.8 循 環 器 官 用 薬 18.2

抗 生 物 質 製 剤 11.2 一 幅 甲一 鴫 一 冒 消 化 器 官 用 薬 8.6

中 枢 神 経 系 用 薬 9.8 中 枢 神 経 系 用 薬 8.5

消 化 器 官 用 薬 9.3 その他の代謝性医薬品 8.3

その他の代謝性医薬品 8.3 外 皮 用 薬 6.1

外 皮 用 薬 5.8 一 一 一 一}一 一一 一 抗 生 物 質 製 剤 6.0

血 液及 ぴ 体 液 用 薬ビ タ ミ ン 剤
・5

.1
一 一 曹 一 一 一 一 5.5

呼 吸 器 官 用 薬 4.8 生 物 学 的 製 剤 4.1

診 断 用 薬 3.6 感 覚 器 官 用 薬 3.6

血液 及 び体 液 用 薬 3.2
曹 甲 一-『 噂 響 雪

ビ タ ミ ン 剤 3.4

そ の 他 24.1 そ の 他 27.1

(出所)「 医薬 品産業 ピジ ョン」参考資料集,13ぺ 一ジ

原資料は厚生労働省 「薬事工業生 産動態統計 」

造の変化を次のようにとらえている。

○新興 ・再興感染症の出現

○生活習慣病の増加

○要介護高齢者の増加

○高ス トレス と 「心の不健康」の増加

ちなみに,「成入病」は 「生活習慣病」 とい

い換えられるようになった。 また,人 口構造の

急速な高齢化により,複 合多重疾病構造 という

特徴が目立つ ようになった。

21世紀に入って,「 心の不健康」,自 殺の増加

傾向が注 目される。

感染症中心の時代では,薬 のみで治療が可能

であったが,複 合多重疾病構造の もとでは,運

動療法,食 事療法,手 術,リ ハビリテーション,

介護,心 理療法,カ ウンセ リングなどと薬物療

法 との組合せ とな り,薬 物療法は,治 療全体の

一つのパー トとなる(井 上良一 『日本医薬品企

業の構造改革』薬事 日報社,2002年,36-38ぺ

一ジによる)。医薬品の薬効分類別 シェアは,

図3の とお りであり,上 述の諸変化を反映 して

い るが,日 本 の 製 薬 企 業 が最 も得 意 と して きた

抗 生 物 質 と ビ タ ミン剤 の シ ェ ア の低 下 が 注 目 さ

れ る。

そ の 背 景 に は,抗 生 物 質 製 剤 の 不 必 要 な い し

過 剰 な投 与 に よ る耐 性 菌 の 発 生 と院 内 感 染 の 増

加,ま た,ビ タ ミ ン剤 の 健 康 食 品 化 の 新 傾 向 な

ど が あ る。

米 欧 の 「多 国 籍 製薬 企 業 」 は,1980年 代 後 半

か ら,大 規 模 なM&Aに よ る業 界 再 編 成 を続 け

て きた 。20世 紀 後 半 の 実 態 は,儀 我 『薬 の支 配

者 』(新 日本 出 版 社,2000年1月)で 詳 述 した

とお りで あ る。 ま た,1994年 か ら2001年 に い た

る大 型M&Aに よ る 業 界 大 再 編 の 一 覧 表 は,

『ビ ジ ョン』 の 参 考 資 料 集(3ぺ 一 ジ)に 示 さ

れ て い るの で,こ こ で は,表2の うち,1994年

以 後 にM&Aを 行 った 企 業 に つ い て 注 記 す る程

度 に と どめ る。

売 上 高1位 の フ ァ イ ザ ー は,1994年 に は5位

で あ っ た が,2000年 に ワ ー ナ ー ・ラ ンバ ー ト

(米)を 吸 収 合 併 して1位 とな り,2003年 に フ
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表2世 界 の医薬 品 メー カー の医薬 品売上 高,研 究 開 発費(2001年)

企 業 名
医薬 贔売 上 高(百万

・ドル 〉
　続 闇発費
(百万 瞬麹)

フ ァイザ ー十 フ ァル マ シア 37,4791) 7,184

① フ アイザ ー(米) 25,509 4,847

② グ ラ クソ ・ス ミス、ク ラィ シ(英)

』

24う973. 3,P6791

『③
メル ク(米) 21,350 2,457

④ 、P 薦 トラゼ勤 傑) 16.0571 13,343、

0 アベ ンテ ィス(仏) 15,659 2,687

⑥ ブ 》ス トル ・マ イ ヤ ー ズ ・ス ク イ ブ(歩)・ 15,300 2,664

⑦ ジ ョ ン ソ ン&ジ ョ ン ソ ン(米) 14,850 3,5912)

o ノバ ル テ ィス(ス イ ス) 13,519
1

2,250

⑨ フ ァルマ シア(米) 11,970 2,337

⑬ イ ー ラ イ ・1ヌリー(米 》P 10,846 2,235

O ワイ ス(米) 10,141 1,870

⑫ ロ シ ュ(ス イ ス) 10,497 ・2,183

⑬ シェ リング ・プ ラウ(米) 8,369 1,312

㊥ 』 .ア 『ボ;ジ 離 ラ ボ ラ』ト リー ズ(米 〉 6,2π 1,,000

⑮ べ 一 リ ンガ ー ・イ ンゲ ル ハ イ ム(独) 5,790 1,144

注11)フ ァイザ ー+フ ァルマ シアは両者の単純合計 で,セ レブ レックスの重複分 は控除 していない

2)医 療機器等 を含 む(各 種資料 よ り作 成)

(出所)『 薬事ハ ン ドブ ック ・2003年版 』180ぺ 一ジ。

アル マ シ ア を 買収 して さ らに 巨 大 化 した 。 そ の

結 果,日 本 市 場 の,「 外 資 系 企 業 」 の 中 で,売

上 高 第1位 とな る。

2位 の グ ラ ク ソ ・ス ミス ク ラ イ ンは,1994年

1位 で あ った が,1995年 ウ ェル カ ム(英),2000

年 ス ミス ク ラ イ ン ・ビー チ ャ ム と合 併 して も2

位 とな っ て い る。

3位 の メル クは,2003年,日 本 の 万 有 製 薬 を

100%子 会 社 化 し,万 有 製 薬 は 非 上 場 会 社 と な

っ た 。

4位 の ア ス トラ ゼ ネ カ は,1999年,ゼ ネ カ

(英)と ア ス トラ(ス ウ ェー デ ン)の 合 併 に よ

り,一 挙 に売 上 高 を増 加 させ た 。

5位 の ア ベ ン テ ィ ス は,1999年,ヘ キ ス ト

(独)と ロ ー ヌ ・プ ー ラ ン ・ロ ー ラ ー(米 ・

仏)の 合 併 で 順 位 を高 め た 。

6位 の ブ リス トル ・マ イヤ ー ズ ・ス ク イ ブ は,

2001年 デ ュ ポ ンの 医薬 品 部 門 を 買 収 した。

7位 の ジ ョ ン ソ ン&ジ ョ ン ソ ン は2001年,ア

ル ザ(米)を 買収 した。2002年1月1日 付 で,

ヤ ンセ ン フ ァー マ 〈2001年 売 上 高413億 円 〉 を

全 額 出資 子 会 社 とす る こ とで 日本 市 場 で の 地 位

を強 化 しつ つ あ る。

8位 の ノバ ル テ ィス は,1996年 の チバ(ス イ

ス)と サ ン ド(ス イ ス)の 合 併 に も とづ く。

9位 の フ ァル マ シア は,1995年 ア ップ ジ ョ ン

(米)と 合 併,2001年,モ ンサ ン ト(米)と 合

併 して きた が,2003年 フ ァ イ ザ ー に買 収 され た 。
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表3主 要製薬企業の外国人持株比率

1999年 94年

↑製薬 23.3% 11.1%

●山之内製薬 37.1 16.8

●三共 28.0 21.4

●武田薬品工業 26.1 9.9

●第一製薬 25.2 13.3

●中外製薬 25.1 6.9

● エ ーザ イ 25.0 8.2

△藤沢薬品工業 17.2 7.4

△参天製薬 14.0 19.6

○大正製薬 10.2 5.5

O田 辺製薬 7.9 4.3

(注)業 界の比率(最 上段〉 は,リ ス トにある各企 業の発行

済 み株式数の合計値 を分母 とし,各 企 業の外国人持ち株

数の合計値 を分子 として計算。 ●印が危険,△ 印が要注

意。O印 が安 全(ダ イヤモン ド社 に よる)。

(出所)『 週刊 ダイヤ モ ン ド』2000年5月13日 号、28ぺ 一 ジ。

10位 の イー ラ イ ・ リ リー に大 きな 変 化 は無 い 。

11位 の ワ イ ス は,1994年,ア メ リカ ン ・サ イ

ア ナ ミッ ド(米)を 買収 した 。

12位 の ロ シ ュ は,2001年 傘 下 の 日本 ロ シ ュ と

中 外 製 薬 を合 併 させ て,2001年 日本 市 場 に お け

る外 資 系 企 業 と して の売 上 高1位(2633億 円)

と な り,2位 フ ァ イ ザ ー 製 薬(2199億 円),3

位 万 有 製 薬(1802億 円),4位 ノバ ル テ ィス フ

ァ ー マ(1575億 円),5位 グ ラ ク ソ ・ス ミス ク

ラ イ ン(1396億 円),6位 ア ベ ン テ ィス フ ァ ー

マ(1213億 円),7位 フ ァル マ シ ア(1135億 円),

8位 ア ス トラゼ ネ カ(1101億 円),9位 バ イ エ

ル 薬 品(864億 円),10位 日本 べ 一 リンガ ー イ ン

ゲ ル ハ イ ム(792億 円)の 順 と な っ た。 し か し,

フ ァ イザ ー とフ ァル マ シ ア の 合併 に よっ て そ の

後 の順 位 は 変 動 す る。

13位 の シ ェ リン グ ・プ ラ ウ は,2001年 の 日本

市 場 で の売 上 げ が290億 円 で,前 年 よ り減 少 し

た 。

14位 の ア ボ ッ ト ・ラ ボ ラ ト リー ズ は,2002年

4月,北 陸 製薬 を完 全 子 会社 化 し,11月,ダ イ

ナ ボ ッ トとの合 併 で 新 社 名 をア ボ ッ トジ ャパ ン

表4外 国 人持株 比率 ランキ ング(2001年3月 末)

順位 社 名 持株比率
(%)

前年比増減率
(ポィント)

1(3) 山之内製薬 42.8 4.5

2(15) 中外製薬 42.1 8.4

3(1) ソ ニ ー 39.7 ▲4.9

4(2) ロ ー ム 39.5 ▲3.4

5(7) オ リ ッ ク ス 39.3 2.6

6(12) 三井海上火災保険 38.9 4.2

6(一) ヤマダ電機 38.9 ▲9.1

8(20) 塩野義製薬 38.4 7.2

9(11) 富士写真フイルム 37.4 1.8

10(4) 東京 エ レク トロ ン 36.2 ▲1.2

11(6) TDK 36.1 ▲0.7

12(一) コナ ミ 35.4 4.7

13(25) 三共 35.3 5.2

13(14) ミネベ ア 35.3 1.1

15(一) コマ ツ 35.1 8.3

注:か っこ内は前年順位,一 は31位 以下,▲ マイナス

(出所)『 日本経済新聞』2001年6月27日 付。

とした。

15位のべ一リンガーインゲルハイムは,一 般

用医薬品市場で国内第3位 〈第1位 は大正,第

2位 は武田>の エスエス製薬 〈2002年3月 期売

上高630億 円>の 株式の51&を 取得 して筆頭株

主 とな り,大 衆薬市場での地位の確立を目ざし

ている。

以上の ように,米 欧の 「多国籍製薬企業」の

日本医薬品市場への資本輸出は,21世 紀に入っ

て急増 し,「外資系製薬企業」の シェア も上昇

を続けている。バル ク輸入,製 品輸入,技 術提

携 ・導入などを総合的に見れば,国 内市場 にお

ける日本企業の地位は,急 速に低下 し続けてい

るといえる。 このことは,日 本の一部の製薬大

企業の海外進出 ・ 「多国籍企業」化 を加速する

要因 ともなる。
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米欧の 「多国籍企業」と国際金融資本を主軸

とす る国際的 ・国内的M&Aと 業務提携は,20

世紀の1980年 代から,21世 紀初頭の現在にいた

るまで,史 上空前の規模 と速度で進行中である。

とくに軍事的に重要な,情 報通信,航 空宇宙,

自動車,石 油 ・石油化学,医 薬品から,各 種の

金融機関にいたる国際的再編成は,加 速度的で

ある。医薬品産業では,① すでに20年 間に及ぶ

長期間の再編成が継続中であり,②M&Aの 規

模と件数は全産業中で も上位 を占め,③ ファイ

ザー(米),メ ルク(米),グ ラクソ ・ス ミスク

ライン(英)に 見 られ るように,国 際的首位争

いが繰 り返 され,④ 国境 を越 える大型M&Aも

多 く,⑤M&Aの 組合せの急変をともなう実例

も多い(儀 我 『薬の支配者』前出など参照)。

この ような動向のなかで,小 泉政権 は,「外国

資本大歓迎政策」 を実行中である。

日本の製薬企業における外国人持株比率の上

昇の意味 も,こ のような歴史的文脈のなかで検

討を要する。表3と 表4の 含意は説明を要す る

までもないであろう。

〈追記 〉

2003年11月 に は2002年3月 期 の売 上 高 国 内3位

の 山 之 内製 薬(3187億 円)と 同 第5位 の 藤 沢 薬 品

工 業(2234億 円)が,2005年 春 を 目途 に,経 営 統

合 す る交 渉 には い っ た。実 現 す れ ば,武 田薬 品工

業 に 次 ぐ 第2位 と な る。 両 社 は,一 般 用 医 薬 品

(大衆 薬)事 業 の2004年10月 の 統 合 を2003年10月

に決 定 してい る。

山之 内 は排 尿 改 善や 腫 瘍 の 治療 薬 に強 く,藤 沢

は免疫 系 疾 患治 療 薬 が 主 力。海 外 事 業 も,山 之 内

は欧州 重 点,藤 沢 は米 国 重 点 で,相 互 補 完 の 効 果

が大 きい と見 られ てい る。

研 究 開発 費 も,両 社 合 計 で約1500億 円 とな り,

国 際競 争 に 「生 き残 る」 条件 を と との え得 る と さ

れ る(『 日本経 済 新 聞 』2003年11月18日 付,19日 付

な どに よる)。
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